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　この度、青森大学脳と健康科学研究センターが開設３周年を迎えるとともに第３

回目の年報を発刊できますことは、何よりもセンター長の片山容一先生をはじめと

するスタッフの皆様のご尽力の賜と、青森大学を代表して感謝申し上げますととも

に今後のセンターの研究の一層の進展を心から願っております。

　青森大学は、「地域とともに生きる」ことを基本理念の一つとして掲げ、総合経

営学部、社会学部、ソフトウエア情報学部、薬学部の４つの学部と附属総合研究所

の有機的連携を通じてその理念を推進してきております。本学は、昨年開学51周年

を迎え、次の50年を新たな発展のステージと位置づけ、「尖った大学」を志向して

挑戦しております。脳と健康科学研究センターは、青森大学がこれまで蓄積してき

た健康に関わる多様な知財を「脳の働きと健康科学」というテーマのもとに融合し、

地域に活かしていくという重要な役割を担ったプラットフォーム組織であると言う

ことができます。このプラットフォーム組織を本学と連携して設立した医療法人雄

心会とセンターの拠点となっている青森新都市病院の関係者の方々にはこれまでの

ご協力に心から感謝申し上げます。

　脳と健康科学研究センターは、脳の働きから健康を考えるという独自の視点をも

つ研究センターであり、我々が構想する「尖った大学」を志向する大学改革と軌を

一にしているところがあります。特に、本研究センターは、脳とスポーツや運動機

能との関係に関する分野に焦点を当て研究を実施し、成果を上げております。青森

大学は、脳と健康科学研究センターと本学の４学部、総合研究所そして新設された

青森ねぶた健康研究所とのシナジー効果を創出して、地域の健康増進により大きな

貢献ができるよう運営していく所存です。

　最後に、脳と健康科学研究センターの運営に益々のご支援を賜りますようお願い

申し上げます。

 令和２年４月15日　

青森大学学長　　金井　一賴
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　青森大学脳と健康科学研究センターは、青森大学と青森新都市病院が連携するこ

とによって、平成29年に開設されました。それ以来、青森大学が蓄積してきた健康

科学やスポーツ科学における知見と、青森新都市病院の持つ技術や設備を活用し

て、脳の働きを中心に置いた健康づくりの研究に取り組んでいます。

　健康とは、病気でないとか、衰弱していないとかいうだけでなく、身体的にも、

精神的にも、社会的にも、そのすべてが活気に満ちた状態にあることを意味してい

ます。この三つは、脳の働きをもとにして相互に深く関連していますから、健康で

あるためには、なによりも「脳を守る」ことが大切であることになります。

　青森新都市病院は、最先端の技術と設備を駆使して、脳卒中や脳外傷をはじめ

とするいろいろな脳疾患の予防、診断、治療に取り組んでいます。そのすべては、

「脳を守る」ための努力に他なりません。こうした努力は、健康づくりを幅広く支

え、健康寿命の延伸に寄与してきました。この研究センターは、こうした青森新都

市病院の特徴を生かすことによって、脳の働きを中心に置いた健康づくりの研究

に、あまり類例のない環境を提供しています。

　この年報は、この研究センターが開設されて３年目にあたる令和元年度の活動状

況と研究成果をまとめたものです。新しい研究者にも加わっていただき、研究内容

も多彩になってきましたので、部門編成の一部を再編しました。この年報から、い

ずれの部門も、それぞれに特色ある成果を生み出しつつあることを感じ取っていた

だければ幸いです。

　この研究センターの運営にあたっては、学校法人青森山田学園ならびに医療法人

雄心会はもちろん、数多くの個人や団体・企業からご支援ご協力をいただいており

ます。この紙面を借りて心から御礼申し上げます。

 令和２年４月30日　

青森大学 脳と健康科学研究センター センター長　　片山　容一
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　2017年５月、雄心会・青森新都市病院と青森大学が提携して青森大学脳と健康科

学研究センター（以下、本センター）が開設され３年が経過しました。昨年に引き

続き令和元年度の活動状況と研究成果を年報にまとめる運びとなりました。令和２

年は年明け早々より、新型コロナウイルスが全世界で猛威を振るい、４月末現在、

１か月前より今日、昨日より今日というように、人々の健康および社会情勢が日に

日に悪くなっております。このような状況下で我々は、日々の医療に精進するとと

もに、未来を見越し、対策となるべく研究を進めることが必要とされますが、それ

等の研究は、急にできることではありません。我々は３年間、研究体制がゼロの状

態から、人的および設備的にも体制を整え、徐々に結果を出してきています。今回

の様な新型コロナウイルスには直接関係はないものの、いつか有事のときに必ず役

立つ研究も含まれていると私は考えています。一歩一歩確実に歩み、いつか人々が

困難と向き合った助けになるように、今後とも研究・教育の拠点として発展できる

ように進めてまいりたいと思います。その為には皆様の温かくも時には叱咤激励も

必要だと思いますので、忌憚のない意見を聞かせていただければ幸いの限りです。

　最後になりますが、本センターは医療法人雄心会および学校法人山田学園をはじ

めとして、数多くの個人や企業のご支援によって設立運営されております。深く感

謝するとともに、今後ともご支援・ご指導の程、宜しくお願いいたします。

 令和２年４月30日　

青森大学 脳と健康科学研究センター 副センター長　　三浦　裕也
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⑴　研究目的

　 　青森大学が進めてきた健康科学に関する研究と，青森新都市病院の持つ最先端の医療技

術が連携し，「脳を活かすこと」に重点をおいて「健康の増進」と「健やかな超高齢社会

の実現」を目指し，独自の視点からさまざまな研究に取り組むことを目的としております．

⑵　研究課題

　 　当研究センターの５つの部門に所属する研究者の過去５年の実績をもとに，これからの

研究を展開するにあたって，具体的な計画立案を講じることが重要な課題となっておりま

す．

⑴　スポーツ健康科学部門

　 　主な研究テーマは，スポーツと健康増進，運動と関連する脳循環，神経受容体の変化で

す．スポーツやエクササイズを含む身体活動量の増加は，脳血管障害を含む生活習慣病の

予防に効果的に作用します．神経科学的解析方法を活用し，運動が脳機能に及ぼす作用の

メカニズムを解明する研究に取り組んでいます．

⑵　脳神経外科学部門

　 　主な研究テーマは，脳神経外科学の視点から見た健やかな超高齢社会の実現です．脳神

経外科学は手術以外にも科学と共に発展してきました．特に脳機能研究では局在論と全体

論の両者に深くかかわってきた歴史があります．社会と共に歩み，脳と脊髄を守るための

研究を脳神経外科学の観点から進めていきます．

⑶　スポーツ脳神経医学部門

　 　主な研究テーマは，スポーツによる脳振盪，外傷性脳損傷，慢性外傷性脳症への対策で

す．スポーツは健康増進法の一つですが，どんなスポーツでも怪我の危険が伴います．と

くに頭の怪我は，繰り返すと重篤な後遺症を引き起こします．スポーツ頭部外傷の病態を

研究し対策を講じることで脳を守り，安全にスポーツができる環境の構築を目指していま

す．

１．研究目的および研究課題

２．研究部門（令和元年度）
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⑷　リハビリテーション脳神経医学部門

　 　主な研究テーマは，リハビリテーションによる脳機能の再建と健康増進への応用です．

現在，リハビリテーションに経頭蓋磁気刺激を併用して，脳卒中後上肢機能を回復し，身

体及び脳機能の再建ならびに健康増進を開始しています．対象を健常人に拡大する予定で

す．

⑸　臨床薬学部門

　 　主な研究テーマは，健康寿命を阻む青森特有疾患の薬学的研究です．青森県に特有な疾

患に対する薬剤の疫学的検討，各種後発品の薬剤特性の解析と適正使用推進に関する研

究，特許切れ後の新薬と高春品発売動向に関する研究を進め，臨床現場と薬学を橋渡しす

る研究，特に青森に特有な疾患に関して疫学的検討を行い解析します．さらに，薬物動態

的手法を用い，後発品を中心とした医薬品の選択の最適化研究を実施します．
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研究メンバーの紹介
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青森大学 脳と健康科学研究センター
センター長　片山 容一 教授

1972年 日本大学医学部卒業
　　　　  バージニア医科大学脳神経外科
　　　　 カリフォルニア大学UCLA医学部脳神経外科などを経て，
1995年  日本大学医学部脳神経外科教授
　　　　  医学部長・副総長なども兼務
　　　　  日本脳神経外科学会常務理事・会長
　　　　  日本脳神経外傷学会理事長・会長などを歴任
2016年 日本大学名誉教授
2017年 医療法人雄心会 青森新都市病院総長
　同　　 青森大学脳と健康科学研究センター長
2019年 医療法人雄心会 青森新都市病院病院長

スポーツ健康科学部門
主任研究員　日浦 幹夫 教授

1993年 東京医科歯科大学卒業.
　　　　 昭和大学藤が丘病院
　　　　 昭和大学藤が丘リハビリテーション病院脳神経外科
　　　　 法政大学人間環境学部を経て
2009年 法政大学スポーツ健康学部教授
2018年 青森大学脳と研究科学センター教授

脳神経外科学部門
主任研究員　三國 信啓 客員教授

1989年 京都大学医学部卒業
2008年 京都大学医学研究科脳神経外科准教授
2010年 札幌医科大学医学部脳神経外科教授
2012年 札幌医科大学脳機能センター長
2016年 札幌医科大学附属病院副院長
　　　　 日本脳神経外科学会理事、同学会生涯教育委員会委員長
　　　　 Neurologiamedico-chirurgica(NMC)編集委員長
　　　　 日本脳神経外科コングレス第35回総会会長
　　　　 日本てんかん学会理事
　　　　 脳神経外科手術と機器学会理事長
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スポーツ脳神経医学部門
主任研究員　前田 剛 客員教授

1991年 日本大学医学部卒業、同学医学部脳神経外科
1998年 カリフォルニア大学ロサンゼルス校神経外科
2011年 日本大学准教授

リハビリテーション脳神経医学部門
主任研究員　安保 雅博 客員教授

1990年 東京慈恵会医科大学卒業
2000年 東京慈恵会医科大学リハビリテーション医学講座講師
2007年 東京慈恵会医科大学リハビリテーション医学講座主任教授

臨床薬学部門
主任研究員　三浦 裕也 教授

1985年 東北大学薬学部卒業
2014年 日本血液製剤機構研究開発本部技術開発部長
2017年 青森大学薬学部教授薬学部長
2017年 青森大学脳と健康科学研究センター副センター長
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研究活動
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 　スポーツ活動やエクササイズを実践することは、身体活動量の増加をも

たらし，脳血管障害を含む生活習慣病の予防に有効である。スポーツやエ

クササイズを含む身体活動に着目し運動生理学，神経科学的解析方法を活

用した研究課題に取り組む。特に運動が脳機能に及ぼす作用のメカニズム

の解明について脳機能画像を活用した研究を進める。

 　最近５年間の主な研究成果として以下の項目が挙げられる。１）運動負荷

中の脳血流量変化（Positron Emission Tomography: PET計測）、２）運動

負荷中の前頭葉皮質酸素代謝（Near Infrared Spectroscopy : NIRS計測）

１．これまで取り組んできた持続的な自転車エルゴメーター運動（有酸素

　運動）に加え、今年度は新たに運動強度の高いレジスタンス運動（無酸

　素運動）を対象とした実験・研究を行った。特に、運動中の非侵襲的心

　 拍出量計（クリアサイトシステム、Edwards LifeSciences）を用いた計測では、酸素摂取量等に加

えて新たな生理学的指標を得ることが可能となった。また、これらの研究結果は運動によって気分

変化が生じる脳のメカニズムの探索を目的とした、MRIやPET画像などを活用した脳機能画像研

究に活用する予定である。

２ ．運動負荷中に前頭葉皮質の酸素代謝を近赤外線スペクトロスコピー（NIRS）を用いて観察した。

新たな研究課題（「運動中の認知的負荷の増大が高強度インターバル運動の遂行能力に及ぼす影

響」；東海学園大学、筑波大学との共同研究）に着手した。若年被験者を対象として10名程度の予

備実験を継続中である。

３ ．昨年度から引き続き神奈川工科大学との共同研究「『スマート運チェックシステム』を継続した。

この取り組みを発展させ、今年度は「IoTを活用した健康運動教室（青森方式）」事業」（平成31年

度公益財団法人青森学術文化振興財団からの研究助成）を併せて展開した。青森新都市病院リハビ

リテーション部、歯科、栄養科スタッフと協調し、高齢者34名（女性28名、男性6名、年齢75±７

才）の参加者を対象にアンケート調査、機能評価に係る計測を実施した。神奈川県海老名市で検討

中の健康診断を含む予防医学的介入に必要なデータを構築する試み（えびな電子健康手帳）と連携

してデータ構築をする予定である。

１ ．平成30年度に導入した生理機能計測機器を使用し，「若年健常者を対

象としたフィットネス評価と運動に伴う気分状態の変化に関する研究」，

「レジスタンス運動中の脳循環動態の解明：ポジトロン断層法による局

所脳血流量解析の応用」などの研究課題に取り組む。

スポーツ健康科学部門
主任研究員　日浦 幹夫 教授

部門の目的

過去の成果

今年度の成果

今後の展開
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スポーツ健康科学部門 ２ ．「運動中の認知的負荷の増大が連続スプリント能力に及ぼす影響・共同研究分担者」（2019年度 

公益財団法人ミズノスポーツ振興財団助成金）等の研究課題の成果発表を進める。

３ ．「スマート運動器チェックシステム」を活用し、地域健康診断システム開発を目的とした予備調

査を継続する。具体的には、予防医学的介入を目的とした青森新都市病院での「健康教室」を主宰

し、地域住民を対象とした身体活動の増進を目的とした運動教室や身体機能，認知機能計測を計画

する．また、成果発表を続ける。

４ ．リハビリテーション室に設置された「青森大学脳と健康科学研究センター　運動計測室」におい

て生理機能計測，運動機能計測を実践し、脳機能画像研究に活用する。具体的には以下のような

テーマが考えられ，脳と健康科学研究センター固有の特色のある取り組みとなることが予想される．

　①　 自転車エルゴメーター運動中の酸素摂取量、心拍出量、血圧計測、前頭葉皮質下酸素代謝解

析，下肢筋電図モニタリング

　②　 筋力負荷装置での運動中の心拍出量、血圧計測、前頭葉皮質下酸素代謝解析、下肢筋電図モニ

タリング

　③　認知機能の基礎データとなる各種神経心理検査の実施（外来患者を含む）

原著論文（英文誌）

1.   Hiura M, Nariai T, Ishii K, Oda K, Sakata M, Toyohara J, Ishiwata K, Changes in cerebral blood 

flow during steady-state cycling exercise: a study using oxygen-15-labeled water with PET., 

Journal of Cerebral Blood Flow & Metabolism. 34:389-96, 2014.

2.  Naganawa M, Mishina M, Sakata M, Oda K, Hiura M, Ishii K, Ishiwata K, Test-retest variability 

of adenosine A2A binding in the human brain with(11)C-TMSX and PET., EJNMMI Res. 

29;4(1):76, 2014. 

3.  Hiura M, Nariai T., Ishii K., Sakata M., Oda K., Toyohara J., Ishiwata K.: Central μ-opioidergic 

system activation evoked by heavy- and severe-intensity cycling exercise in humans: a pilot 

study using positron emission tomography with 11C-carfentanil. Int J Sports Med. 2017.38:19-26. 

4.  Hiura M and Nariai T. Changes in cerebral blood fl ow during steady-state exercise. In Physical 

Exercise and Aging Brain, ed. Watson RR, Academic Press, London, 2017; pp. 77-84.　

5.  Hiura M, Nariai T, Sakata M, Muta A, Ishibashi K, Wagatsuma K, et al. Response of Cerebral 

Blood Flow and Blood Pressure to Dynamic Exercise: A Study Using PET. International journal 
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6.  Hiura M, Nariai T, Takahashi K, Muta A, Sakata M, Ishibashi K, et al. Dynamic Exercise Elicits 

Dissociated Changes Between Tissue Oxygenation and Cerebral Blood Flow in the Prefrontal 

Cortex: A Study Using NIRS and PET. Advances in experimental medicine and biology. 

2018;1072:269-74.

原著論文（邦文誌）

７． 日浦幹夫，成相直，牟田光孝，稲次基樹希，豊原潤，坂田宗之，石井賢二，石橋賢士，我妻慧，

坂田宗之，織田圭一，石渡喜一，PETイメージングを活用した運動負荷時の脳機能解析：脳血
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流量と神経受容体計測の実際， 脳循環代謝, 28, 297-302, 2017

８． 牟田光孝, 山口雄大, 高橋勝美, 日浦幹夫，西山哲成, ３段階のリズムによる足踏み運動を用いた

高齢者の歩行機能の検討, 神奈川工科大学紀要（印刷中）

総説（邦文誌）

９． 成相直，日浦幹夫：脳震盪の画像診断，臨床スポーツ医学臨床スポーツ医学 36(3), 256-259, 

2019

10． 日浦幹夫：ボート競技のメディカルサポート，臨床スポーツ医学 36(5), 582-588, 2019

11． 日浦幹夫：オリンピック競技種目別医療に必要な知識；東京2020に備えて, 臨床スポーツ医学

（印刷中）

公的研究費の受給

12． 公益財団法人青森学術文化振興財団平成31年度地域の振興に係る研究（一般）事業；研究課題

名；「IoTを活用した健康運動教室（青森方式）」事業

受賞

13． 生体医工学シンポジウムベストレビューアワード：生体医工学シンポジウム2018，日本生体医工

学会

学会発表

14.  Hiura M, Nariai T, Sakata M, Muta A, Ishibashi K, Wagatsuma K, Tago T, Toyohara J, Ishii 

K, Katayama Y. Alterations in cerebral blood flow evoked by dynamic exercise in post-stroke 

patients implies a mechanism for cerebral autoregulation: a PET study. Brain & Brain PET 

2019, Yokohama, 2019.7.4-7.

学会座長

15.  World Rowing Sports Medicine and Science Conference 2018, Berlin, Germany, November 21-

23, 2018

講演会

16． 青森西部地区地域連携講習会、2019年６月13日、（青森）

　　「脳神経領域における診断と治療の最新の話題；核医学診断のUPDATA」

17． 埼玉県理学療法士会　国際スポーツ競技対策員会　研修会、2019年７月21日、（埼玉）

　　「ボート競技においてのスポーツ障害特性、競技特性、国際大会における理学療法士の役割」

18． 東京都健康長寿医療センター所内検討会、2019年７月22日、（東京）

　　「PETを活用した運動負荷時の脳循環代謝変化とその生理学的意義の探索」

19． Sports Doctors Meeting at World Rowing Junior Championships、2019年８月９日、（東京）

　“Heat provision”
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20． 岐阜県ボート協会加盟団体アンチ・ドーピング講習会、2019年９月29日、（岐阜）

21． 津軽核医学懇話会・八戸RI談話会、2019年11月16日、（青森）

　　「脳疾患における脳SPECTの位置付け；核医学診断のUPDATA」

22． A joint Academic meeting at Ulm University、2019年11月21日(Ulm, Germany)

　“ Functional brain imaging for exercise complemented by the perspective of cardiovascular 

physiology”

23． 2019年度公認コーチ1養成講習会、2019年12月１日、（静岡）

　　「アンチ・ドーピング」

24．第73回癒しの環境研究会、2020年２月16日、（東京）

　　「エクササイズとリラックス（快適さ）の関係；運動と脳機能の研究結果から」

25． 未来　健康「しあわせあおもり」に生きるセミナー、2020年３月21日、（青森）

　　 「オリンピックイヤーにスポーツと健康の関係を再考する：オリンピック憲章に込められた健康

増進の願い」



20

 　脳神経外科学は手術以外にも科学と共に発展してきました．特に脳機能

研究では局在論と全体論の両者に深くかかわってきた歴史があります．社

会と共に歩み，脳と脊髄を守るための研究を脳神経外科学の観点から進め

ていきます．

 　多様な脳神経外科疾患の病態解明，治療を通じて脳機能の解明とその障

害からの回復についての研究をして，学会や論において発表してきまし

た．これらの研究は，いずれもこの部門のテーマである脳神経外科学と深

い関係を持っている．

　 脳機能研究を中心とした脳神経外科学に関する学会発表や論文発表を

多数行った．

 　現在の研究発展を継続するとともに，高次脳機能の検査方法の開発や老

年脳神経外科の対象となる，正常圧水頭症，認知症，てんかんについても

研究を進める予定である．

原著論文（英文誌）

1.  Miyata K, Mikami T, Asai Y, Iihoshi S, Mikuni N, Narimatsu E: Subarachnoid Hemorrhage after 
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5.  Yamao Y, Matsumoto R, Kunieda T, Arakawa Y, Kobayashi K, Usami K, Shibata S, Kikuchi T, 

Sawamoto N, Mikuni N, Ikeda A, Fukuyama H, Miyamoto S: Intraoperative dorsal language 

脳神経外科学部門
主任研究員　三國 信啓 教授

部門の目的

過去の成果

今年度の成果

今後の展開
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　スポーツは健康増進法の一つである．しかし，どんなスポーツにも怪我

の危険が伴うため，適切な対策を講じなければ，かえって健康増進を阻害

することになる．とくに頭部外傷による脳損傷は，重篤な後遺症を引き起

こす．この部門は，スポーツ頭部外傷の病態を研究することにより，安全にスポーツをするための環

境整備を目指して研究を進めている．

　2018年度までの5年間に，脳神経外傷および脳損傷・脳浮腫に関する研

究，脳卒中や脳腫瘍の治療に関する研究，再建脳神経外科・ニューロモ

デュレーションに関する研究を実施してきた．また，脳神経外傷および脳

損傷・脳浮腫に関する研究，ならびに再建脳神経外科・ニューロモデュレーションに関する研究につ

いて英文の単行本を出版してきた．これらの研究は，いずれもこの部門のテーマであるスポーツ脳神

経医学および健康科学一般と深い関係を持っている．

　2019年度は，高齢者頭部外傷，交通外傷，脳振盪に関する総説を発表し

（40, 43, 49），頭部外傷の分野で2編のガイドライン作成を分担した（41, 

42）． 

 　以下の項目に重点をおいて研究を継続する．

①　スポーツ頭部外傷の診断と治療

②　スポーツによる脳振盪後症候群の疫学

　　　　　　　　　　　　③　高齢者頭部外傷・慢性硬膜下血腫の現状分析と課題

　　　　　　　　　　　　④　脳神経外科疾患におけるフレイル・サルコペニアの影響
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　リハビリテーションにより身体及び脳機能の再建をはかることを目的と

している．そのリハビリテーションの効果を高めるものとして外部から非

侵襲的に脳を刺激することができる経頭蓋磁気刺激療法や末梢の痙縮を軽減させることができるボツ

リヌス療法などがある．現在、その効果の向上やメカニズムの更なる解明をしている．

　主に脳卒中後遺症の改善に経頭蓋磁気刺激療法ならびにボツリヌス療法

が有効であることを示した．

 　主に脳卒中後遺症の改善に経頭蓋磁気刺激療法ならびにボツリヌス療法

が有効を画像評価などで示した．健康運動体操を制作した。リハビリテー

ションの有効性も示した．

　以下の項目に重点を置いて研究する

　①　経頭蓋磁気刺激のさらなる効果やメカニズムの研究

　　　　　　　　　　　　　②　ボツリヌス療法のさらなる効果やメカニズムの研究

　　　　　　　　　　　　　③　脳卒中後遺症と骨粗鬆症の関係

　　　　　　　　　　　　　④　健康体操の運動量や効果などの検討
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Journal of Clinical Rehabilitation26巻11号 Page1079-1086(2017.10)
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 　薬学と臨床の現場をつなぐ部門として開設され，「地域とともに生きる」

という青森大学の学則に則り，大学と病院が協力し合うことで地域に貢献

できるよう研究および啓蒙活動を実施することを目的とする．

　　　　　　　　　　　　　１）青森県に特有な疾患に対する薬剤の疫学的研究

　　　　　　　　　　　　　２）後発品に関連する薬剤特性に関する研究

　　　　　　　　　　　　　３）医薬品の適量使用を目指した研究

　　　　　　　　　　　　　４）疾病の遺伝学的研究

　　　　　　　　　　　　　５）健康に関する啓蒙活動

　　　　　　　　　　　　　６）薬剤師不足解消に関わる教育検討および啓蒙活動

　（水野教授研究目的（４）に関連）

　クロイツフェルト・ヤコブ病は，感染性異常型プリオンタンパク質が主要病原体である新しい概念

の疾患であり，その治療法は確立されていない．また，正常型プリオンの機能は明らかになっていな

い．GPR126は，髄鞘という神経の機能に必要な構造体の形成に関与する受容体として知られていた

が，最近，GPR126のリガンドとして正常型プリオンが報告された．本研究の目的は，正常型プリオ

ンの生理的機能を解明することで，プリオン病とGPR126との関連を明らかにし，またプリオン病の

治療法の糸口にすることである．

平成29，30年度報告

　 「後発医薬品の最適選択に向けた製剤特性の検討」日本薬学会東北支部

大会発表

 「薬物動態パラメーターにおける後発医薬品の評価法の検討」

 日本薬学会東北支部大会発表

「中高生に興味を持たせる薬学体験プログラムの構築その2 コンパートメントモデル」

日本薬学会東北支部大会発表

「アンジオテンシンⅡ受容体遮断薬（ARB）先発品・後発品の薬局来訪者における認知

度及び使用実態に関する研究」日本薬学会第139年会

『「しあわせあおもり」に生きるセミナー』を定期的に開催し、地域住民の健康増進の啓蒙活動を

行った。

平成29，30年度

　第１回　 ６月25日

　「青森県の健康寿命延伸に向けた対策」

　　講師：松坂育子（青森県がん生活習慣病対策課主幹）

　第２回　 ９月23日

臨床薬学部門
主任研究員　三浦　裕也 教授
研　究　員　水野　憲一 教授

部門の目的

過去の成果
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臨床薬学部門 　「高齢者の上手な栄養の摂り方、摂らせ方」

　　講師：淺利和宏（青森市健康部 青森市保健所）

　第３回　11月19日

　「まちかど薬局の使命 ～薬剤師が通院困難患者へできること～」

　　講師：高橋　学（有限会社イクス 安田調剤薬局）

　第４回　（平成30年２月10日）

　「あなたの睡眠の悩みを解消する睡眠と睡眠薬のお話」

　　講師：善本正樹（協和病院　院長　秋田県大仙市）

　第５回  （平成30年３月17日）　　　

　「口腔ケアと健康生活」

　　講師：高谷　和彦（青森市歯科医師会　会長）

　第６回　 ６月30日

　「そもそもクスリはなぜ効くんだろう？」

　　講師：三浦 裕也（青森大学 薬学部長）

　第７回　７月29日

　「血液で分かる私たちの健康」

　　講師：柴崎 至（青森県赤十字血液センター所長）

　第８回　９月15日

　「なぜ今、漢方薬？」

　　講師：上田 條二（青森大学 名誉教授）

　第９回　11月17日

　「腰の大切さ－あなたの腰は大丈夫？」

　　講師：末綱 太（青森新都市病院 副院長）

　第10回　平成31年 １月26日

　「がん治療最前線：放射線でがんは治るの？

　　～放射線を少し理解、そして放射線治療の今～」

　　講師：成田 雄一郎（青森新都市病院 医学物理室 室長、放射線治療科 科長）

「しあわせあおもり」に生きるセミナー』の実績

　第11回　令和元年 ６月22日

　　　　　　　　　　　　　　　　　「その人らしく生きるために ～排泄介助をとおして」

　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：佐藤晴美（あすなろ療育福祉センター 看護師）

第12回　令和元年 ９月21日

　　　　「転ばぬ先の杖 ～身近な感染症の予防法～」

　　　　講師：清水 保明（青森大学薬学部 教授）

第13回　令和元年 12月7日

　　　　「災害時、薬はあなたの元に届くのか？

　　　　　～普段から自分たちにできること～」

平成31年度の成果
（令和元年）
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　　　　講師：金野 良則（気仙中央薬局 薬剤師）

第14回　令和2年 3月21日

　　　　「 オリンピックイヤーにスポーツと健康の関係を再考する：オリンピック憲章に込められた

健康増進の願い」

　　　　講師：日浦 幹夫（青森新都市病院 脳神経外科医長）

遺伝学的成果

　プリオン遺伝子のクローニングを行い，正常型プリオンタンパク質を用いたGPR126のリガン

ドとしての機能を調べる目的で, 昨年度はプリオンタンパク質の精製を試みた．しかし, 実験に

十分なプリオンタンパク質量を得ることができなかったため, 本年度は, 全長プリオン遺伝子に

加えてC末端欠損型プリオン遺伝子のクローニングを行い,　全長プリオンおよびC末端欠損型プ

リオンの精製法の改良を試みた．その結果,　C末端欠損型プリオンがGPR126のリガンドとして

作用することがわかった．

 　目的の１）～６）に加えて，昨年度思うように進められなかったスポーツと薬物，即ち青森山田学

園の強みであるスポーツに関して薬学的見地に立ち研究および啓蒙活動を実施については，2020年東

京オリンピックの年でもあり推進する．

　昨年度実施の青森に関わる生活習慣に関する疫学調査から視点を変えて

医療拠点の在り方についての調査研究を実施しているが，今後とも進めて

いく．

　免疫学的検討では，精製したプリオンタンパク質を用いて，神経細胞や骨細胞に対する機能を解析

していく．正常型プリオンタンパク質の神経細胞に対する効果を調べることで，不明であったプリオ

ンタンパク質の生理的役割が解明できる．またこの研究をさらに発展させ，プリオン病の原因とな

る異常型プリオンが神経細胞に及ぼす影響の解明に繋がる．また，疾患との関連が示唆されていた

GPR126の機能解析が解明され，脱髄性疾患や思春期突発性側湾症の治療に結びつくことが期待され

る．

　また，新都市病院の薬剤科と徐々に交流が進んでいるものの，更なる臨床研究面での連携や医療問

題での解決を図る様，関係構築に努める．今年度は実務実習も予定されているので臨床薬理的研究に

進めていく．

令和２年度の展開
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青森大学薬学部　令和元年度講義
出 講 実 績 一 覧

総合経営学部

講　　　義 担　当 日　程

生理学 ３年前期・２単位 （教職課程必須） 日浦　幹夫 毎週水曜日４限

衛生学　３年後期・２単位（教職課程必須） 日浦　幹夫 毎週水曜日４限

薬学部

講　　　義 担　当 日　程

地域と健康Ⅲ　4年後期（分担）1単位　必須 日浦　幹夫
10月30日（水）
11月６日（水）

薬学臨床II 普通救命講習　2年前期･1単位必須 日浦　幹夫
６月28日（金）
７月12日（金）

臨床医学概論

講　　　義 担　当 日　程

脳出血 片山　容一 ９月19日（木）

形成外科領域 中島　龍夫 ９月19日（木）

脳梗塞 片山　容一 ９月26日（木）

麻酔科領域 尾崎　　眞 ９月26日（木）

脳外傷 日浦　幹夫 ９月26日（木）

リハビリテーション科領域 鄭　　健錫 10月３日（木）

整形外科領域 末綱　　太 10月３日（木）
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令和元年度　青森大学 脳と健康科学研究センター共催
公開セミナー（未来健康「しあわせあおもり」に生きるセミナー）実績

「その人らしく生きるために ～排泄介助をとおして～」
 講師：佐藤晴美（あすなろ療育福祉センター 看護師）

「転ばぬ先の杖 ～身近な感染症の予防法～」
 講師：清水 保明（青森大学薬学部 教授）

「災害時、薬はあなたの元に届くのか？
 　～普段から自分たちにできること～」
 講師：金野 良則（気仙中央薬局 薬剤師）

「オリンピックイヤーにスポーツと健康の関係を再考する：
 オリンピック憲章に込められた健康増進の願い」
 講師：日浦 幹夫（青森新都市病院 脳神経外科医長）

開催場所／青森新都市病院　３階講堂
開催時間／13：30～15：00
主　　催／青森大学薬学部
共　　催／医療法人雄心会　青森新都市病院、青森大学　脳と健康科学研究センター

第11回　令和元年 6月22日

第12回　令和元年９月21日

第13回　令和元年12月７日

第14回　令和２年３月21日（COVID-19の影響により開催延期）




